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略歴
1951年 4月 1日 京都市立堀川高等学校入学 (3年）
1954年 3月31日 京都市立堀川高等学校卒業
1956年 4月 1日 東京大学教養学部文科第二類人学 (2年）
1958年 4月 1日 東京大学文学部独逸文学科進学 (2年）
1960年 3月31日 東京大学文学部独逸文学科卒業
1960年 4月 1日 東京大学大学院独語独文学専攻修士課程人学 (2年）
1962年 3月31日 東京大学大学院独語独文学専攻修士課程修了
1962年 4月 1日 山口大学助手（文理学部）
1964年 4月 1日 国学院大学専任講師（文学部）
1969年 4月 1B 国学院大学 助教授（文学部）
1969年 10月1B フランクフルト・ゲーテ大学大学院ドイツ語ドイツ
文学専攻博士課程
1970年 3月31日 同上中途退学
1975年 4月 1日 神戸商船大学助教授（商船学部）
1982年 4月 1B 関西大学教授（文学部）
非常勤講師歴
1964年 10月 1日 東京医科歯科大学教養部 ドイツ語担当(,._,196 年
9月30日）
1966年 4月 1B 中央大学商学部 ドイツ語担当(,._,1969年9月30日）
1969年 10月 1日 フランクフルト・ゲーテ大学東アジア研究所（日本
語・日本文化担当(,._,1971年9月30日）
1972年 4月 1B 明治大学文学部 ドイツ語担当(,._,1975年3月31B) 
1975年 4月 1日 関西大学文学部 ドイツ語担当(,._,1982年3月， 1980
年 4月 1日より大学院前期課程ドイツ語学担当（～
1982年 3月31日）
?
1975年 4月 1日
1983年 4月 1日
1992年 4月 1日
1993年 4月 1日
日本独文学会
日本西洋古典学会
阪神ドイツ文学会
関西大学独逸文学会
大阪大学言語文化部 ドイツ語担当(,.._,1983年 3月
31日）
奈良女子大学文学部 ドイツ語担当(,.,_,192年 3月
31日）
京都大学教養部 ドイツ語担当(,.._,193年3月31日）
京都大学総合人文学部 ドイツ語・ドイツ語学担当
(,.._,199年3月31日）
所属学会
社会的活動
1969年 4月 1B 金剛流能楽師範
1970年 4月 1日 西ドイツ（当時）政府外郭団体インターナツィオー
ネスの通訳
研究業績
学術論文
ヘッベルにおける独白と悲劇性 一三月革命期の一断面ー 同人雑誌「かいろす」第2
号1963年11月 35~45頁
『ダントンの死』一その悲喜劇性をめぐって 山口大学文学会誌 14巻 2号 1963年
11月 15~27頁
レッシングの市民劇と身分の問題 国学院雑誌 1965年 9月 15~27頁
ティークの『ゲノフェーファー』におけるArchaismus 国学院大学外国語研究室紀要
,,Walpurgis"2号 1968年 3月 1~17頁
ティークの戯曲における 2格の用法 同人雑誌「形成」 31号 1969年 1月 1~17頁
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ドイツ語形式造語論の歴史と展望 ，Walpurgis" 9号 1975年 3月 1~48頁
ドイツ語非分離動詞の造語構造の形態論的・統計的研究ー現在及び 19世紀初頭の
ent-,er-,zer動詞神戸商船大学文科論集24号 1975年 9月 79~112頁
Ein methodologischer Versuch uber die Wortbildungsstrukturen der deutschen 
Prafixverben -Am Beispiel fester Verben von 1800 und von heute (ドイツ語前綴付
き動詞の造語構造に関する方法論的試み ー1800年及び現在の非分離動詞を例
に一） H本独文学会会誌「ドイツ文学」 56号 105~119頁
ドイツ語分離・非分離動詞の造語構造の生成的・統計的研究 「形成」 40号 1976年
5月 1~26頁
ドイツ語複合動詞の造語構造の生成的・統計的研究 一新しい造語理論の提唱 「文
科論集」 25号 1976年 10月 177~208頁
現代ドイツ語複合形容詞の造語構造の生成的・統計的研究 ー動詞との比較 阪神ド
イツ文学会会誌「ドイツ文学論孜」 18号 1976年 12月 69~91頁
生成的・統計的造語理論の提唱 H本言語学会会誌「言語研究」71号 1977年 3月 86 
~95頁
垂直の目と水平の目 一言語研究とドイツ語教育のために 日本独文学会ドイツ語教
育部会会報 10号 1977年 5月 6~13頁
1800年及び現代の複合形容詞造語構造の生成的・統計的研究 「ドイツ文学論孜」 19
号 1977年12月 1~30頁
スイスにおける計量的語集研究の近況をめぐって 「文科論集」 27号 1978年 7月
119~155頁
ゲルマン諸語の縮小名詞におけるk,l及びiについて 「文科論集」 29号 1980年 7月
163~189頁
増大・強調の擬似接頭辞をもつドイツ語の名詞 (1) 関西大学文学論集大学創立100
周年記念号36巻 1~4号 1986年 11月 489~521頁
増大・強調の擬似接頭辞をもつドイツ語の名詞 (2) 関西大学独逸文学会会誌 「独
逸文学」 31号 1987年 3月 135~167頁
増大・強調の擬似接頭辞をもつドイツ語の名詞 (3) 「文学論集」 37巻 1号 1988年
3月 1~31頁
増大・強調の擬似接頭辞をもつドイツ語の形容詞 (1) 京都ドイツ語学研究会会報4
号 1990年8月 27~37頁
増大・強調の擬似接頭辞をもつドイツ語の形容詞 (2) 「文学論集」 40巻 2号 1991 
年1月 57~86頁
『ヘーリアント』における古ザクセン語の具格 一言語史的考察 「文学論集」 42巻
1号 1992年10月 59~80頁
uuarun uuordun -『ヘーリアント』における具格的与格 「独逸文学」 37号 1993 
?
年2月 50~67頁
古ザクセン語における具格の形態と用法 ーその言語史的位置 「ドイツ文学論孜」
34号 1993年3月 89~106頁
古ザクセン語における具格及び具格的与格 一言語史的考察 京都ドイツ文学会会報
19号 1993年6月 20~29頁
古ザクセン語と古高ドイツ語における具格的表現の諸相 (1) -『ヘーリアント』と
『オットフリート』 「文学論集」 43巻2号 1993年 12月 79~96頁
古ザクセン語と古高ドイツ語における具格的表現の諸相 (2) -『ヘーリアント』及
びギリシャ語・ゴート語聖書の具格的属格 「文学論集」 44巻1/4号 1995年3
月 181~207頁
副詞的 2格の言語史的背景 一具格的属格の成立に関するベハーゲルの疑問の解明一
「独逸文学」 42号 1998年 3月 31~60頁
古典ラテン語の具格的奪格と絶対奪格 ー『ガリア戦記』ー 「文学論集」 49巻 2号
2000年12月 23~48頁
『アナバシス』における古典ギリシャ語の絶対格構文 ーラテン語との比較ー 「文
学論集」 50巻3号 2001年3月 1~36頁
学会発表
ヘッベルにおける独白と悲劇性 H本独文学会 秋季研究発表会 1962年 10月 於
高知大学
『ダントンの死』の悲喜劇性 H本独文学会西日本支部研究発表会 1963年 10月 於
長崎大学
Die generativ-statistische Untersuchung der Wortbildungstrukturen deutscher 
untrennbarer Verben von 1800 und von heute (1800年及び現在のドイツ語非分離
動詞造語構造の生成的・統計的研究） 日本独文学会語学ゼミナール 1975年 10
月 於大磯セミナーハウス
1800年及び現在のドイツ語非分離動詞の造語構造の生成的・統計的研究 日本独文学
会春季研究発表会 1976年 5月 於砂防会館
ドイツ語分離動詞及び非分離動詞の造語構造の生成的・統計的研究 日本言語学会秋
季研究発表会 1976年 10月 於名古屋大学
1800年及び現在のドイツ語非分離動詞の造語構造の生成的・統計的研究 H本独文学
会春季研究発表会 1977年 5月 於砂防会館
類型論的言語研究の沿革と近況をめぐって 関西大学独逸文学会研究発表会 1982年
12月 於関西大学
ドイツ語造語論の歴史と展望 阪神ドイツ文学会 1983年 1月 於関西大学
古ザクセン語における具格及び具格的与格 一言語史的考察 京都ドイツ文学会秋季
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研究発表会 1992年12月 於京都産業大学
シンポジウム司会（共同）：ドイツ語動詞体系の歴史的変遷 ー現代語への道 阪神ド
イツ文学会研究発表会 1994年6月 於大阪工業大学
シンポジウム司会（共同）：ドイツ語動詞体系の歴史的観点から見た語彙研究 日本独
文学会秋季研究発表会 1996年10月 於大谷大学
特別講演：現代ドイツ語の副詞的 2格の言語史的背景と文体論的意義 H本文体論学
会研究発表会 1997年 11月 於関西大学
リレー講義：いわゆる副詞的 2格とは何か 京都ドイツ語学研究会研究発表会 2000 
年5月 於京都ドイツ文化会館
事典項目
Linguisten Handbuch (言語学者便覧）共著 グンター・ナル出版社（ドイツ）第2巻
992頁（自己紹介文）
外部資金の獲得状況
1969年度科学研究費補助金（個人）
（テクスト、エッセイ、書評、翻訳等は省略）
，?
